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年度の日本脳炎，風疹，インフルエンザ,麻疹2004
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年度は，日本脳炎，風疹，豚インフルエンザ，人インフルエンザ，麻疹について2004
感染源または感受性調査を実施した．日本脳炎感染源調査については三重県中部地方で

HI 160飼育された豚の日本脳炎ウイルス赤血球凝集抑制 抗体保有の有無を調査した（ ） ．

倍以上の 抗体を保有した豚が， 年 月 日に 頭で確認された． 抗体の指標とHI 2004 8 4 3 IgM
なる 感受性抗体も 頭全てで認められた．新型インフルエンザウ2-Mercaptoethanol(2-ME) 3
イルスの侵入を監視する体制強化の一環として，豚の動物インフルエンザに対する 抗HI
体保有状況調査を実施したところ， に対する 抗体保有A/swine/Saitama/27/2003(H1N2) HI
豚 頭（ 抗体価 倍）を確認した． シーズン流行期前に採取した人の血清で2 HI :10 2004/05
の，人インフルエンザ 抗体保有率は に対して ，HI A/NewCaledonia/20/99 (H1N1) 47.2%

では ， は であった．麻疹感受A/wyoming/03/2003 (H3N2) 41.5% B/Shanghai/361/2002 23.6%
性調査での全年齢層での 抗体保有率は と免疫獲得状PA(Particle Agglutination Test) 98.6%
況は良好であった．
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はじめに

伝染病流行予測調査は 「集団免疫の現状把握，

及び病原体の検索等の調査を行い，対象疾患の

抗体保有状況等の免疫資料や流行している病原

体検査成績と併せて検討し予防接種事業の効果

的な運用を図り，さらに長期的視野にたち総合

」 ，的に疾病の流行を予測する ことを目的として

年に開始された．この間における調査で，1962
冬季に日本脳炎ウイルスに対する 感受性抗2-ME
体が出現すること， 年周期で風疹の流行が繰り3
返されていたなど興味深い現象が確認された．

また シーズンに三重県で分離されたイン1993/94
フルエンザウイルス 型 三重 がワクチンB (B/ /1/93)

2004株に採用された等の実績がある．そこで，

年度に実施した日本脳炎，風疹，インフルエン

ザ，麻疹流行予測の概要を報告する．

調査材料

．日本脳炎感染源調査材料1
日本脳炎感染源調査対象は三重県中部に位置

する玉城町近郊のウィンドウレス化されていな

い開放豚舎で飼育された ヵ月から ヵ月齢の肉6 8
豚である．豚の動脈血をと殺時に試験管に採血

し，血清分離後， 抗体測定に供した．採血はHI
年 月 日から 月 日までに， 回 頭ずつ2004 6 23 9 13 1 10
計 回の採血を実施した．9

．風疹・麻疹・人インフルエンザ感受性抗体調2
査材料

風疹・麻疹・人インフルエンザ感受性抗体調

査は， 年 月から 月の期間に県下の病院等2004 7 9



で採血されたインフォームドコンセントの得ら

れた男性 名，女性 名の合計 名の血清を56 156 212
調査材料とした．

．豚インフルエンザ感受性抗体調査材料3
インフルエンザ感受性抗体調査は三重県の豚

北部に位置する菰野町と中部に位置する松阪市

で飼育された ヵ月から ヵ月齢の豚である．採3 16
血は 年 月 日から 年 月 日の期間に2004 8 24 2005 3 22
養豚場で採血された豚 頭を調査材料とした．195

方 法

．日本脳炎 抗体測定1 HI
被検血清はアセトン処理を行い非特異的な凝

100% 50µL集抑制物質を除去した後， ヒヨコ血球

60 2,000rpm 20を加え室温 分間静置した その後． ，

分間遠心した上清を測定用とした．Ｕ型マイク

ロプレートの第 管目に 入れ，第 管目から1 25µL 2
ずつの 倍階段希釈を行った．これらに日25µL 2

本脳炎ウイルス 株 デンカ生研 で(JEV)JaGAr 01 ( )
4HA HI 25µL 4調製した 単位の 抗原を ずつ加えた．

0.33%1 50µL℃にて一晩感作後 日齢ヒヨコ血球を

添加し， ℃孵卵器にて 時間静置後判定した．37 1
抗体 倍以上を陽性とし， 倍以上の血清にHI 10 40
ついて， 処理をし，処理後の抗体価が処理2-ME
前の 以下に減じたものを 感受性抗体陽1/8 2-ME
性とした ．２）

．風疹 抗体測定2 HI
被検血清 に カオリン200µL PBS(-)600µL, 25%
を加え混合後に室温に 分静置した．こ800µL 20

れを ， 分間遠心し 上清をインヒビタ2,000rpm 20 ,
ー除去処理血清とした．これに ニワトリ血50%
球 を加え氷水中に 分間静置した．その後50µL 60
， 分間遠心した上清を 測定用処理2,000rpm 20 HI

血清とした．処理血清を ずつの 倍階段希25µL 2

釈を行い， 単位の風疹 抗原 を加え，室4 HA 25µL
温で 分間静置後 ニワトリ血球 を加60 0.25% 50µL
え ℃で 分静置後判定した． 抗体価は を4 60 HI HI
起こした最高希釈倍数とし抗体価 倍以上を陽性8
と判定した ．３）

．豚インフルエンザ 抗体測定3 HI
100µL RDE 300µL 37 20被検血清 を Ⅱ 生研 で ℃,「 」

時間処理し ℃ 分間非動化後，滅菌生理食塩56 60
水を 添加し， ガチョウ血球 を600µL 100% 100µL

60 2,000rpm 20加え室温 分間静置した．その後 ，

分間遠心しその上清を 測定用処理血清としHI
． ，た 処理血清を ずつの 倍階段希釈を行い25µL 2
不活化抗原 単位を ずつ加えた．室温に4HA 25µL
て 分間放置後， ％ガチョウ赤血球を 添60 0.5 50µL
加し 分間放置後に判定した．国立感染症研究60

A/swine/Saitama/27/2003所 か ら 分 与 さ れ た

(H1N2) A/Vietnam/1194/2004 (NIBRG-14)，

， ，(H5N1) A/Mallard/Netherlands/12/2000 (H7N3)
の不活化 抗原を使用A/HK/2108/2003 (H9N2) HA

した 抗体価は， を起こした最高希釈倍数とHI HI
した ．１）

．ヒトインフルエンザ 抗体測定4 HI
100µL RDE 300µL 37 20被検血清 を Ⅱ 生研 で ℃「 」

時間処理し ℃ 分間非動化後，滅菌生理食塩56 60
水を 添加し， ニワトリ血球 を600µL 100% 100µL

60 2,000rpm 20加え室温で 分間静置した その後． ，

分間遠心しその上清を 測定用処理血清としHI
． ，た 処理血清を ずつの 倍階段希釈を行い25µL 2
不活化抗原 単位を ずつ加えた．室温に4HA 25µL
て 分間放置後， ％ニワトリ赤血球を 添60 0.5 50µL
加し 分後に判定した．不活化 抗原は60 HA
A/Newcaledonia/20/99(H1N1) A/Wyoming/03/2003，

， を用いた． 抗体(H3N2) B/Shanghai/361/2002 HI
価は， を起こした最高希釈倍数とした ．HI １）

表１． 日本脳炎ウイルスに対する豚HI抗体及び2-ME感受性抗体
＊HI抗体 2-ME感受性抗体

＜10 10 20 40 80 160 320 ≧640 陽性率（％） 陽性数/検査数
2004.6.23 10 10 0 0/0 0
2004.7.5 10 10 0 0/0 0
2004.7.20 10 10 0 0/0 0
2004.8.4 10 7 1 2 30 3/3 100
2004.8.9 10 3 1 3 3 70 3/7 43
2004.8.18 10 5 1 4 50 3/5 60
2004.8.23 10 5 1 2 2 50 2/5 40
2004.8.30 10 5 1 2 2 50 0/5 0
2004.9.13 10 4 2 3 1 60 0/6 0

（％）

＊HI抗体価は10倍以上を陽性とした．

採血日 頭数
HI抗体価
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